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第１  基本方針  
食 品 衛 生 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ２ ３ ３ 号 ， 以 下 「 法 」 と い う 。 ）

第 ２ ４ 条 の 規 定 及 び 関 係 法 令 に 基 づ き ， 食 品 の 安 全 ・ 安 心 を 確 保

す る こ と を 目 的 と し て ， 食 品 等 の 生 産 ， 製 造 ， 加 工 ， 輸 入 ， 販 売

等 に 携 わ る 食 品 関 連 事 業 者 の 実 態 を 把 握 し ， 食 中 毒 等 に よ る 危 害

の 発 生 状 況 を 踏 ま え ， 施 設 の 食 品 衛 生 上 の 管 理 状 況 に 対 す る 監 視

指 導 を 実 施 す る た め ， 令 和 ４ 年 度 柏 市 食 品 衛 生 監 視 指 導 計 画 （ 以

下 「 監 視 指 導 計 画 」 と い う 。 ） を 策 定 す る も の で す 。  

こ の 監 視 指 導 計 画 に 基 づ き 監 視 指 導 等 を 実 施 し ， 市 民 の 皆 様 の

健 康 被 害 の 未 然 防 止 と 安 全 な 食 品 の 流 通 確 保 に 努 め て ま い り ま す 。  

 

第２  総括的事項  
１  監視指導計画の対象地域 

   柏市内全域 

２  監視指導計画の対象者等 

 (1) 食品衛生法に基づく営業施設及び食品等事業者 

 (2) と畜場法に基づくと畜場及び従事者 

 (3) 食鳥処理の事業の規制及び食鳥検査に関する法律（以下「食鳥処理法」 

  という。）に基づく食鳥処理場及び従事者 

 (4) ふぐの取扱い等に関する条例（以下「ふぐ条例」という。）に基づく 

  ふぐ営業認証施設及びふぐ処理師 

 (5) 消費者（食品等の安全性の確保に関する施策へ意見を表明する等の役 

  割） 

３ 実施期間 

  令和４年４月１日から翌年３月３１日まで 

 

第３  監視指導の実施体制  
１  共 通 監 視 指 導 事 項  

  食 品 関 連 営 業 施 設 の 監 視 指 導 の 効 果 的 な 実 施 の た め の 共 通 監  

 視 指 導 事 項 を 次 の と お り と す る 。  

 (1) 食 品 関 連 営 業 施 設 及 び ふ ぐ 営 業 認 証 施 設 に 対 す る 監 視 指 導  

  ア  食 品 衛 生 法 ， 食 品 表 示 法 及 び 食 品 衛 生 法 施 行 条 例 等 に 基 づ  

   く ， 食 品 等 の 規 格 基 準 及 び 表 示 の 基 準 ， 公 衆 衛 生 上 必 要 な 措  
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   置 の 基 準 ， 公 衆 衛 生 上 必 要 な 営 業 施 設 の 基 準 等 の 遵 守 状 況  

    特 に ， 下 記 事 項 に つ い て 周 知 を 行 う 。  

   (ｱ) 営 業 者 は ， 食 品 又 は 添 加 物 に つ い て ， 消 費 者 が 安 全 に 喫  

    食 す る た め に 必 要 な 情 報 を 消 費 者 に 提 供 す る よ う 努 め る こ  

    と 。  

   (ｲ) 営 業 者 は ， 食 品 又 は 添 加 物 に 関 す る 消 費 者 か ら の 健 康 被  

    害 及 び 食 品 衛 生 法 等 に 違 反 す る 情 報 を 得 た 場 合 に は ， 当 該  

    情 報 を 保 健 所 等 に 提 供 す る よ う 努 め る こ と 。  

   (ｳ) 営 業 者 は ,食 品 又 は 添 加 物 に つ い て ,消 費 者 及 び 食 品 又 は  

    添 加 物 を 取 り 扱 う 者 か ら 異 味 又 は 異 臭 の 発 生 ， 異 物 の 混 入  

    そ の 他 の 健 康 被 害 に つ な が る お そ れ が 否 定 で き な い 情 報 を  

    得 た 場 合 に は ， 当 該 情 報 を 保 健 所 等 に 提 供 す る よ う 努 め る  

    こ と 。  

  イ  Ｈ Ａ Ｃ Ｃ Ｐ に 沿 っ た 衛 生 管 理 の 状 況  

  ウ  食 品 中 に 残 留 す る 農 薬 等 に 関 す る ポ ジ テ ィ ブ リ ス ト 制 度 の  

   適 正 な 実 施 の た め の 周 知 と 指 導  

  エ  器 具 又 は 容 器 包 装 に お け る 製 造 管 理 基 準 及 び 情 報 伝 達 に 関  

   す る 事 項 の 周 知 と 指 導  

 (2) と 畜 場 及 び 食 鳥 処 理 場 等 の 食 肉 流 通 の 拠 点 施 設 に 対 す る 監 視  

  指 導  

  ア  と 畜 場 法 及 び 食 鳥 処 理 法 等 に 基 づ く 施 設 基 準 ， 食 肉 に 供 さ  

   れ る 獣 畜 等 の 処 理 基 準 等 の 遵 守 の 状 況  

  イ  枝 肉 及 び 可 食 内 臓 へ の 微 生 物 汚 染 や 動 物 用 医 薬 品 等 の 残 留  

   の 防 止 対 策 の 実 施 状 況  

  ウ  Ｈ Ａ Ｃ Ｃ Ｐ に 沿 っ た 衛 生 管 理 の 状 況  

２  重 点 監 視 指 導 事 項  

  共 通 監 視 指 導 事 項 に 加 え ， 食 品 衛 生 対 策 に 係 る 具 体 的 な 重 点 監  

 視 指 導 事 項 を 次 の と お り と す る 。  

 (1) 食 中 毒 予 防 対 策 に 係 る 事 項  

  ア  過 去 ５ 年 間 に 発 生 し た 食 中 毒 の 原 因 物 質 と し て 多 く を 占 め  

   る も の 及 び ふ ぐ 毒 や 化 学 物 質 に よ る 食 中 毒 の 予 防 対 策  

  イ  ノ ロ ウ イ ル ス ， カ ン ピ ロ バ ク タ ー 及 び 腸 管 出 血 性 大 腸 菌 等  

   に よ る 食 中 毒 の 予 防 対 策  
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食 中 毒 予 防 対 策  重  点  監  視  指  導  項  目  

ノ ロ ウ イ ル ス 等 の

ウ イ ル ス 性 食 中 毒

の 予 防 対 策  

１  飲 食 店 及 び 集 団 給 食 施 設 等 で の 二 枚 貝 や 加  

 熱 調 理 を 要 す る 食 品 の 十 分 な 加 熱 の 徹 底  

２  調 理 従 事 者 の 徹 底 し た 手 洗 い の 励 行  

３  お う 吐 物 等 に よ り 汚 染 さ れ た 可 能 性 の あ る  

 食 品 の 廃 棄 ， 施 設 に お い て お う 吐 し た 場 合 の  

 消 毒 方 法 等  

４  食 品 取 扱 者 の 健 康 状 態 の 確 認 及 び 記 録 の 実  

 施 ， 無 症 状 病 原 体 保 有 者 へ の 適 切 な 措 置 等 ，  

 大 量 調 理 施 設 衛 生 管 理 マ ニ ュ ア ル に 基 づ く ノ  

 ロ ウ イ ル ス 対 策 の 実 施  

カンピロバクター

による食中毒の予

防対策  

 

１  飲 食 店 等 で の 食 肉 （ 特 に 鶏 肉 ） の 衛 生 的 な  

 取 扱 い 及 び 十 分 な 加 熱 等 の 徹 底  

２  生 食 用 食 肉 以 外 で 非 加 熱 又 は 加 熱 不 十 分 な  

 食 肉 及 び 内 臓 を 提 供 し な い こ と  

３  牛 レ バ ー 及 び 豚 の 食 肉 （ 内 臓 を 含 む ） の 生  

 食 用 と し て の 提 供 禁 止  

４  焼 肉 店 に お い て は ， 利 用 者 に 対 し ， 肉 を 焼  

 く 際 の 取 り 箸 ， 専 用 ト ン グ の 提 供  

５  食 鳥 処 理 業 者 及 び 卸 売 業 者 等 に よ る 鶏 肉 の  

 「 加 熱 用 」 の 表 示 等 の 徹 底  

腸管出血性大腸菌Ｏ

１５７等による食中

毒の予防対策  

１  飲 食 店 等 で の 食 肉 ， 野 菜 等 の 衛 生 管 理 の 徹  

 底 ， 生 食 用 食 肉 の 規 格 基 準 の 遵 守 及 び 表 示 の  

 点 検 又 は そ の 他 の 食 肉 の 加 熱 調 理 の 状 況 等  

２  生 食 用 食 肉 以 外 で 非 加 熱 又 は 加 熱 不 十 分 な  

 食 肉 等 を 提 供 し な い こ と  

３  牛 レ バ ー 及 び 豚 の 食 肉 （ 内 臓 を 含 む ） の 生  

 食 用 と し て の 提 供 禁 止  

４  焼 肉 店 に お い て は ， 利 用 者 に 対 し ， 肉 を 焼  

 く 際 の 取 り 箸 ， 専 用 ト ン グ の 提 供  

５  漬 物 や 加 熱 し な い で 喫 食 す る 食 品 （ カ ッ ト  

 野 菜 ・ カ ッ ト 果 物 ） を 製 造 ・ 加 工 す る 施 設 に  

 お い て ， Ｈ Ａ Ｃ Ｃ Ｐ に 関 す る 手 引 書 等 に 基 づ  
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 く 衛 生 管 理 の 実 施  

６  生 食 用 野 菜 等 の 十 分 な 洗 浄 及 び 高 齢 者 ， 若  

 齢 者 及 び 抵 抗 力 の 弱 い 者 に 食 事 を 提 供 す る 施  

 設 に お け る 生 食 用 野 菜 等 の 殺 菌 等 ， 大 量 調 理  

 施 設 衛 生 管 理 マ ニ ュ ア ル に 基 づ く 衛 生 管 理 の  

 実 施  

アニサキスによる食

中毒の予防対策  

１  生 鮮 魚 介 類 の 冷 凍 ・ 加 熱 に よ る 予 防  

２  生 鮮 魚 介 類 の 目 視 で の 確 認 及 び ア ニ サ キ ス  

  幼 虫 の 除 去  

サルモネラ属菌によ

る食中毒の予防対策  

１  Ｇ Ｐ セ ン タ ー ， 液 卵 製 造 施 設 及 び 食 品 取 扱  

 施 設 等 に お け る 鶏 卵 の 温 度 管 理 ， 破 卵 等 の 選  

 別 ， 製 造 又 は 加 工 に 係 る 記 録 の 作 成 及 び 保 存  

 等 の 実 施 状 況  

２  集 団 給 食 施 設 ， 菓 子 製 造 施 設 及 び 飲 食 店 等  

 に お け る 鶏 卵 や 食 肉 等 の 衛 生 的 な 取 扱 い 及 び  

 調 理 方 法 等  

３  牛 レ バ ー 及 び 豚 の 食 肉 （ 内 臓 を 含 む ） の 生  

 食 用 と し て の 提 供 禁 止  

ウエルシュ菌による

食中毒の予防対策  

大 量 調 理 食 品 の 加 熱 殺 菌 及 び ウ エ ル シ ュ 菌 の 増  

殖 防 止 の た め の 速 や か な 冷 却 の 徹 底  

黄色ブドウ球菌に  

よる食中毒の予防  

対策  

１  調 理 従 事 者 に お け る 皮 膚 の 化 膿 性 疾 患 の 確  

 認 及 び 当 該 部 位 へ の 耐 水 性 の 被 覆 材 の 使 用 の  

 徹 底  

２  食 品 の 低 温 管 理 の 徹 底  

ふぐ毒による食中  

毒の予防対策  

食 用 不 適 ふ ぐ の 排 除 及 び 食 用 ふ ぐ の 有 毒 部 位 の  

除 去 の 徹 底  

化学物質による  

食中毒の予防対策  

１  飲 食 店 や 食 品 等 の 製 造 施 設 で の 化 学 物 質 の  

 混 入 防 止 対 策 の 徹 底  

２  鮮 魚 介 類 の 温 度 管 理 に よ る ヒ ス タ ミ ン 産 生  

 防 止 対 策 の 徹 底  
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 (2) 表 示 に 係 る 事 項  

   表 示 は 消 費 者 が 食 品 を 選 択 す る 際 の 重 要 な 情 報 源 で あ る こ と  

  か ら ,食 品 製 造 ・ 加 工 施 設 に 対 し ,下 記 事 項 を 重 点 に 監 視 指 導 を  

  行 う と と も に ,製 造 者 及 び 加 工 者 に 対 し ,使 用 す る 原 材 料 に つ い  

  て ,ア レ ル ゲ ン を 含 む 食 品 の 使 用 の 有 無 等 の 点 検 及 び 確 認 の 徹  

  底 に つ い て 併 せ て 指 導 を 行 う 。  

   ま た ,下 記 以 外 の 品 質 事 項 ,保 健 事 項 に 係 る 不 適 正 表 示 の 疑 義  

  事 案 を 発 見 し た 際 は ,関 係 部 署 等 に 情 報 提 供 を 行 う 。  

  ア  科 学 的 ・ 合 理 的 根 拠 に 基 づ い た 適 正 な 期 限 表 示 と 保 存 方 法  

  イ  ア レ ル ゲ ン を 含 む 食 品 の 使 用 原 材 料 等 の 適 正 表 示  

  ウ  遺 伝 子 組 換 え 食 品 の 使 用 原 材 料 等 の 適 正 表 示  

  エ  「 生 食 用 か き 」 の 採 取 水 域 等 及 び 「 ふ ぐ 加 工 品 等 」 の 適 正  

   表 示  

  オ  食 品 添 加 物 の 適 正 表 示  

 (3) 食 品 流 通 拠 点 に 対 す る 監 視 指 導 の 強 化  

広 範 囲 に 影 響 を 与 え る 柏 市 公 設 総 合 地 方 卸 売 市 場 及 び 大 規 模

小 売 店 舗 等 ， 食 品 等 が 集 積 す る 流 通 拠 点 に お い て は ， 貯 蔵 ，運

搬 ， 陳 列 等 ， 食 品 等 の 衛 生 的 な 取 扱 い の 実 施 状 況 及 び 表 示 を監

視 指 導 す る 必 要 が あ る 。 そ の た め の 重 点 事 項 は 次 の と お り 。  

項  目  内  容  

 貯 蔵  １  衛 生 的 な 保 管 ， 設 備 等  

 運 搬  １  運 搬 器 具 の 衛 生 的 な 取 扱 い 等  

 陳 列  １  温 度 管 理 の 状 態 等  

 食 品 等 の 衛 生 的 な  

 取 扱 い の 実 施 状 況  

１  従 事 者 の 食 品 の 衛 生 的 な 取 扱 い ， 服 装  

２  手 指 の 洗 浄 消 毒 の 確 認  

 表 示  １  適 正 な 表 示 等  

 

 (4) 食 品 群 ご と の 食 品 供 給 工 程 （ フ ー ド チ ェ ー ン ） を 通 じ た 指 導

項 目  

食 品 の 製 造 か ら 販 売 ま で の 工 程 に お い て ， 危 害 の 発 生 を 想 定

し ， そ の 防 止 を 図 る た め の 対 策 を 講 じ る 必 要 が あ る 。 次 の 事項

を 重 点 と し ， 監 視 指 導 を 行 う 。  
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     工 程 

 食 品 群 
受入，製造及び加工 

貯 蔵 ， 運 搬 ， 調 理  

及 び 販 売  

食肉等 

（野生鳥獣肉 

を含む）及 び  

食 肉 製 品 

１ 食肉処理施設における

微生物汚染の防止対策 

２ 製造又は加工に係る記

録の作成，保存 

１ 枝肉及びカット肉の流通

管理（保存温度，衛生的な

取扱い等） 

２ 加熱を要する食品につい

ての加熱調理時の温度管理 

３ 貯蔵，運搬，調理及び販

売に係る記録の作成，保存 

乳 及 び 乳 製 品 

１ 受入れに係る記録の作

成，保存 

２ 製造又は加工に係る記

録の作成，保存 

１ 温度管理及び衛生的な取

扱い 

２ 貯蔵，運搬，調理及び販

売に係る記録の作成，保存 

食鳥卵及び卵製品 

１ 新鮮な正常卵の受入れ 

２ 洗卵時及び割卵時の汚

染防止対策 

３ 製造又は加工に係る記

録の作成，保存 

４ 汚卵，軟卵及び破卵の

選別等検卵 

１ 低温保管等温度管理 

２ 破卵等の検卵 

３ 加熱を要する食品につい

ての加熱調理時の温度管理 

４ 貯蔵，運搬，調理及び販

売に係る記録の作成，保存 

水産食品 

（魚介類， 

水産加工品） 

１ ふぐの衛生的な処理 

２ 製造及び加工に係る記

録の作成，保存 

１  水産加工品の流通管理

（保存温度，衛生的な取扱

い等） 

２ 加熱を要する食品につい

ての加熱調理時の温度管理 

３ 有毒魚介類等の排除対策 

４ 貯蔵，運搬，調理及び販

売に係る記録の作成，保存 
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野菜，果実， 

穀類，豆類， 

種実類，茶等 

及びこれらの 

加工品 

（有毒植物及 

びキノコ類を 

含む） 

１ 残留農薬検査及び食品

等事業者による出荷時検

査 

２ 生食用野菜，果実等の

衛生管理 

３ 食品等事業者による原

材料受入れ時の残留農薬

検査の実施等による原材

料の安全性の確保 

４ 製造及び加工に係る記

録の作成，保存 

１ 残留農薬検査 

２ 穀類，豆類等の運搬時の

かび毒対策 

３ 有毒植物等の排除対策      

４ 販売に係る記録の作成，

保存 

 

  

 (5) 回 収 食 品 等 及 び 廃 棄 食 品 等 の 処 理 に 係 る 事 項  

   食 品 等 事 業 者 が 食 品 等 を 回 収 及 び 廃 棄 す る 際 の 処 理 に つ い て ，

次 の 事 項 を 重 点 と し ， 監 視 指 導 を 実 施 す る 。  

  ア  食 品 等 を 回 収 す る 際 の 取 組 の 徹 底  

    食 品 等 事 業 者 に お い て ， 食 品 等 の 迅 速 か つ 適 切 な 回 収 に 向  

   け た 体 制 を 構 築 し ， 回 収 に 係 る 記 録 を 作 成 ・ 保 存 す る と と も  

   に ， 遅 滞 な く ， 回 収 に 着 手 し た 旨 及 び 回 収 の 状 況 を 保 健 所 等  

   に 届 け 出 る よ う 指 導 を 行 う 。 な お ， 届 出 の あ っ た 内 容 に つ い  

   て は ， 国 の 食 品 衛 生 申 請 等 シ ス テ ム を 活 用 し ， 公 表 す る 。  

  イ  回 収 し た 食 品 等 及 び 期 限 切 れ 等 の 食 品 を 廃 棄 す る 際 の 取 組  

   の 徹 底  

    食 品 等 事 業 者 に お い て ， 廃 棄 す る 食 品 等 を 他 の 製 品 と 区 別  

   し て 保 管 し ， 廃 棄 に 係 る 記 録 を 作 成 ・ 保 存 す る 等 ， 廃 棄 物 が  

   適 切 に 処 理 さ れ る よ う 指 導 を 行 う 。  

 (6) 食 品 衛 生 法 等 の 改 正 に 係 る 事 項  

   平 成 ３ ０ 年 ６ 月 に 食 品 衛 生 法 等 が 改 正 さ れ ， 令 和 ３ 年 ６ 月 １

日 か ら 完 全 施 行 さ れ た こ と を 受 け ， 次 の 事 項 を 重 点 と し ， 監 視

指 導 実 施 時 に お け る リ ー フ レ ッ ト 等 の 配 布 や 各 種 講 習 会 を 通 じ

て ， 食 品 等 事 業 者 に 対 し て 指 導 を 行 う 。  

  ア  Ｈ Ａ Ｃ Ｃ Ｐ に 沿 っ た 衛 生 管 理 の 制 度 化  

  イ  営 業 許 可 制 度 の 見 直 し ・ 届 出 制 度 の 創 設  
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  ウ  食 品 の 自 主 回 収 （ リ コ ー ル ） 情 報 の 報 告 制 度 の 創 設  

 (7) 飲 食 店 に お け る 持 ち 帰 り ・ 宅 配 食 品 の 衛 生 管 理 に 係 る 事 項  

   新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 流 行 が 継 続 し ,新 た に 持 ち 帰 り

（ テ イ ク ア ウ ト ） や 宅 配 （ 出 前 ） 等 の サ ー ビ ス を 開 始 す る 一 般

的 な 飲 食 店 が 増 加 し て い る こ と を 踏 ま え ,次 の 事 項 を 重 点 と し ,

衛 生 管 理 の 徹 底 に つ い て 指 導 を 行 う 。  

  ア  持 ち 帰 り や 宅 配 等 に 適 し た メ ニ ュ ー の 選 定  

  イ  施 設 設 備 の 規 模 に 応 じ た 食 数 の 提 供  

  ウ  加 熱 調 理 食 品 の 中 心 部 ま で の 十 分 な 加 熱  

  エ  調 理 済 み 食 品 の 適 切 な 温 度 管 理  

  オ  消 費 者 に 対 し て 速 や か な 喫 食 に 関 す る 注 意 喚 起  

 

第４  立入検査及び食品等の収去検査等  

１  立 入 検 査  

  食 品 関 連 施 設 へ の 立 入 検 査 は ， 中 長 期 の 計 画 の も と 継 続 性 を 持  

 ち ， か つ 一 定 の 実 施 基 準 に 基 づ い て 行 う こ と が 必 要 で あ る 。 ま た  

 食 品 衛 生 法 等 の 改 正 に よ り ， 原 則 と し て 全 て の 食 品 等 事 業 者 を 対  

 象 に Ｈ Ａ Ｃ Ｃ Ｐ に 沿 っ た 衛 生 管 理 が 制 度 化 さ れ た こ と か ら ， 施 設  

 の 衛 生 管 理 状 況 等 の 監 視 指 導 に 加 え ， Ｈ Ａ Ｃ Ｃ Ｐ に 沿 っ た 衛 生 管  

 理 の 実 施 状 況 の 確 認 が 必 要 と な る 。  

  こ の た め ， 効 率 的 か つ 適 切 な 監 視 指 導 を 実 施 す る た め ， 監 視 指  

 導 の 重 要 度 に 応 じ て 検 査 の 実 施 回 数 を 以 下 の と お り 定 め る 。  

 

原 則 年 １ 回

以 上  

食 鳥 処 理 場  

製 造 業

等 監 視  

柏 市 公 設 総 合 地 方 卸 売 市 場  

大 規 模 な 食 品 製 造 施 設  

飲 食 店 営 業 の う ち 大 量 調 理 施 設  

上 記 以 外 の 施 設 で Ｈ Ａ Ｃ Ｃ Ｐ に 基 づ く 衛 生 管 理 を    

実 施 し て い る 施 設  

指 定 成 分 等 含 有 食 品 の 製 造 加 工 施 設  

原 則 ３ 年 に

１ 回 以 上  

前 年 度 に 行 政 処 分 を 受 け た 施 設  

（ 食 中 毒 ， 違 反 食 品 等 ）  

重 点 監

視  
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飲 食 店 営 業 施 設 （ 食 中 毒 発 生 リ ス ク が 高 い 施 設 ）  

生 食 用 食 肉 取 扱 施 設  

ふ ぐ 営 業 認 証 施 設  

浅 漬 け 製 造 施 設  

集 団 給 食 施 設  

（ 学 校 ， 病 院 ， 保 育 園 ， 社 会 福 祉 施 設 ）  

器 具 ・ 容 器 包 装 製 造 施 設  

（ 合 成 樹 脂 を 使 用 し た も の に 限 る ）  

継 続 時  

大 型 商 業 施 設 （ 百 貨 店 等 ）  

定 期 監

視 (重

点 監 視

以 外 )  

食 品 製 造 施 設  

飲 食 店 営 業 施 設 （ 食 中 毒 発 生 リ ス ク が 低 い 施 設 ）  

集 団 給 食 施 設 （ 事 業 所 ）  

販 売 業  

自 動 車 を 利 用 し て 行 う 営 業 施 設  

必 要 に 応 じ

て  

屋 台 ， 露 店 等 及 び 臨 時 施 設 で の 飲 食 店 営 業  

そ の 他  自 動 販 売 機 に よ る 営 業 許 可 施 設  

届 出 対 象 施 設  

 

２  一 斉 立 入 検 査  

食 中 毒 及 び 食 品 流 通 量 が 増 加 す る 夏 期 ， 年 末 等 に お い て は ， 厚

生 労 働 省 が 示 す 方 針 を 踏 ま え 一 斉 立 入 検 査 を 実 施 す る 。  

夏 期 ： ７ 月 １ 日 ～ ８ 月 １ ５ 日  

年 末 ： １ ２ 月 １ 日 ～ １ ２ 月 ２ ８ 日  

ま た ， 大 規 模 な イ ベ ン ト 開 催 時 に は ， こ れ ら イ ベ ン ト に 関 連

し た 飲 食 に 起 因 す る 事 故 を 防 止 す る た め ， 必 要 に 応 じ 監 視 指 導

を 行 う 。  

３  食 品 等 の 収 去 検 査 等  

科 学 的 な 根 拠 に 基 づ い た 監 視 指 導 を 推 進 し ， 安 全 な 食 品 等 の流

通 を 確 保 す る た め に ， 食 品 等 の 検 査 を 以 下 の と お り 計 画 的 に実

施 す る 。  
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対 象 食 品  検 体 数  検 査 機 関  

検 査 内 容  

細

菌 

理

化

学 

残

留

農

薬 
放

射

性

物

質 

生 食 用 魚 介 類  ５  柏市保健所 〇     

食 肉 製 品  ５  柏市保健所 〇  〇    

豆 腐  ６  柏市保健所 〇     

生 麺 ・ 皮  ４  柏市保健所 〇     

浅 漬  ４  柏市保健所 〇  〇    

野 菜 ・ 果 物  １ ６  登 録 検 査 機 関    〇  

洋 生 菓 子  ４  柏市保健所 〇  〇    

和 生 菓 子  ４  柏市保健所 〇  〇    

ア イ ス ク リ ー ム  ３  柏市保健所等 〇  〇    

弁 当 ・ そ う ざ い ・ 調 理 パ ン  ４ ０  柏市保健所 〇     

菓 子  １ ２  柏市保健所 〇  〇    

氷 雪  ３  柏市保健所 〇     

そ の 他  ６  柏市保健所 〇     

市 内 流 通 食 品 ・ 加 工 品  ４０ 登 録 検 査 機 関     〇  

 

第５  違反を発見した場合の対応  
１  立 入 検 査 時  

 (1) 法 令 に 基 づ く 公 衆 衛 生 上 必 要 な 措 置 の 基 準 や 営 業 施 設 の 基  

  準 に 違 反 し た 施 設 を 発 見 し た 場 合  

   営 業 者 等 に 対 し ， 速 や か に 改 善 の 指 導 ま た は 命 令 等 を 行 う 。  

 (2) 食 品 衛 生 法 に 違 反 す る 食 品 等 を 発 見 し た 場 合  

   営 業 者 等 に 対 し ， 当 該 食 品 等 が 販 売 ま た は 営 業 上 使 用 さ れ な  

  い よ う に 指 導 ま た は 回 収 ， 廃 棄 を 行 わ せ る と と も に ， 必 要 に 応  

  じ 営 業 の 禁 止 若 し く は 停 止 等 の 行 政 処 分 を 行 う 。  

 (3) 収 去 検 査 時  

   検 査 の 結 果 ， 違 反 等 が 発 見 さ れ た 場 合 は ， 廃 棄 ， 回 収 等 の 改

善 指 導 を 速 や か に 行 う 。 ま た ， 広 域 に 流 通 す る 食 品 等 の 場 合 ，

必 要 に 応 じ て 厚 生 労 働 省 ， 消 費 者 庁 ， 都 道 府 県 等 の 関 係 機 関 等
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へ 迅 速 に 情 報 の 提 供 を 行 い ， 連 携 し て 違 反 に 係 る 食 品 の 流 通 防

止 措 置 ， 再 発 防 止 措 置 等 の 必 要 な 対 策 を 講 じ る 。  

 (4) 重 大 な 違 反 事 例 及 び 行 政 処 分 事 例  

   重 大 な 違 反 事 例 や 行 政 処 分 事 例 に つ い て は ， 危 害 の 拡 大 及 び

違 反 事 例 の 再 発 の 防 止 を 図 る た め に ， 事 業 者 名 ， 対 象 食 品 名 ，

対 象 施 設 等 を 適 宜 公 表 す る 。 ま た ， 悪 質 な 事 例 に つ い て は 告 発

を 行 う 。  

 

第６  食中毒等健康危害発生時の対応  
食 中 毒 発 生 時 の 対 応 及 び 法 第 ８ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 指 定 成 分 等

含 有 食 品 に よ る 健 康 被 害 発 生 時 の 対 応 に つ い て は ， 速 や か に 原 因

究 明 を 行 う と と も に ， 関 係 機 関 に 迅 速 に 情 報 を 提 供 し ， 密 接 な 連

携 に よ り 対 応 す る 。 ま た ， 健 康 被 害 の 拡 大 防 止 の 観 点 か ら ， 食 品

等 事 業 者 及 び 市 民 に 食 中 毒 の 発 生 状 況 及 び 食 中 毒 の 予 防 に 関 す る

情 報 を 提 供 す る 等 ， 健 康 危 機 へ の 対 策 を 講 じ る 。  

 

第７  国及び他の自治体等との連携体制   
１  厚 生 労 働 省 ， 消 費 者 庁 及 び 他 の 都 道 府 県 等 の 食 品 衛 生 担 当 部  

 局 と の 連 携  

 平 成 ３ ０ 年 ６ 月 １ ３ 日 に 「 食 品 衛 生 法 等 の 一 部 を 改 正 す る法

律 」 が 公 布 さ れ ， 広 域 的 な 食 中 毒 事 案 へ の 対 策 強 化 と し て ，国

や 都 道 府 県 等 が ， 広 域 的 な 食 中 毒 事 案 の 発 生 や 拡 大 防 止 等 のた

め ， 相 互 に 連 携 や 協 力 を 行 う こ と と す る と と も に ， 厚 生 労 働大

臣 が ， 関 係 者 で 構 成 す る 広 域 連 携 協 議 会 を 設 置 し ， 緊 急 を 要す

る 場 合 に は ， 当 該 協 議 会 を 活 用 し ， 対 応 に 努 め る こ と と 定 めら

れ て い る 。  

広 域 的 な 食 中 毒 事 案 の 発 生 時 や 流 通 食 品 等 に 係 る 違 反 時 に は ，

厚 生 労 働 省 ， 消 費 者 庁 及 び 関 係 自 治 体 の 食 品 衛 生 担 当 部 局 と連

携 し て ， 被 害 の 拡 大 防 止 を 図 る 。  

２  農 林 水 産 部 局 及 び 消 費 者 庁 等 他 機 関 と の 連 携  

 農 林 水 産 物 の 安 全 確 保 の た め ， 残 留 農 薬 等 の 基 準 違 反 を 発 見

し た 場 合 等 に お い て ， 生 産 者 に 対 し 適 切 な 改 善 指 導 が 行 わ れ る

よ う 情 報 を 提 供 す る 。  
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 ま た ， 食 品 の 表 示 に つ い て は ， 食 品 表 示 法 の 概 念 に 基 づ き ，

農 林 水 産 部 局 や ， 不 当 景 品 類 及 び 不 当 表 示 防 止 法 （ 景 品 表 示 法 ）

等 を 所 管 す る 関 係 機 関 並 び に 消 費 者 庁 と 連 携 の う え 適 正 な 対 応

を 図 る 。  

３  庁 内 関 係 部 署 と の 連 携  

   市 民 の 食 生 活 の 安 全 を 確 保 す る た め ， 庁 内 各 課 と 連 携 し ， 情

報 の 共 有 化 を 図 り ， 連 携 し て 対 策 を 講 じ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８  食品等事業者の自主管理の推進  
１  食 品 衛 生 管 理 者 等 の 設 置  

 法 の 規 定 に よ る 食 品 衛 生 管 理 者 ， 食 品 衛 生 法 施 行 規 則 の 規 定

に よ る 食 品 衛 生 責 任 者 の 設 置 の 徹 底 を 指 導 す る 。 ま た ， 知 識 の

向 上 に 向 け た 取 り 組 み の 促 進 に よ り ， 食 品 衛 生 上 の 管 理 者 と し

て の 意 識 の 向 上 を 図 る 。  

２  食 品 等 事 業 者 が 自 ら が 実 施 す る 衛 生 管 理 の 推 進  

 法 令 等 に 規 定 さ れ て い る 食 品 等 事 業 者 の 責 務 を 遵 守 す る よ う

積 極 的 に 推 進 す る と と も に ， 自 主 検 査 ， 原 材 料 の 安 全 性 確 認 等

の 実 施 を 推 進 す る 。 ま た ， 給 食 施 設 ， 仕 出 し 屋 ， 弁 当 屋 等 の 大

量 調 理 施 設 に つ い て は 「 大 量 調 理 施 設 衛 生 管 理 マ ニ ュ ア ル 」 に

基 づ き 自 ら が 実 施 す る 衛 生 管 理 を 推 進 す る 。  
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３  食 品 等 事 業 者 に 対 す る Ｈ Ａ Ｃ Ｃ Ｐ 導 入 の 推 進  

 食 品 衛 生 法 等 の 改 正 に よ り ， 令 和 ３ 年 ６ 月 １ 日 か ら 原 則 と し

て 全 て の 食 品 等 事 業 者 を 対 象 に Ｈ Ａ Ｃ Ｃ Ｐ に 沿 っ た 衛 生 管 理 が

制 度 化 さ れ た た め ， 食 品 等 事 業 者 へ の Ｈ Ａ Ｃ Ｃ Ｐ の 指 導 ， 助 言

を 実 施 す る と と も に ， 消 費 者 に 対 す る 広 報 を 実 施 す る 。  

４  表 彰 の 実 施  

 食 品 衛 生 功 労 者 及 び 食 品 衛 生 優 良 施 設 に 対 す る 表 彰 を 実 施 し，

自 主 的 な 衛 生 管 理 の 意 識 の 向 上 を 図 る 。  

 

第９  市民との意見交換及び情報提供  
１  監 視 指 導 計 画 の 実 施 状 況 の 公 表  

 令 和 ３ 年 度 に お け る 立 入 検 査 及 び 収 去 検 査 の 実 施 状 況 等 の 概

要 に つ い て は ， 令 和 ４ 年 ６ 月 末 ま で に 公 表 を 行 う 。  

２  監 視 指 導 計 画 の 策 定 及 び 変 更  

   監 視 指 導 計 画 の 策 定 の 際 及 び 年 度 途 中 に 変 更 す る 際 は ， そ の

内 容 を 公 表 し ， 市 民 等 の 意 見 を 聴 取 す る 。  

３  市 民 か ら の 相 談 業 務 の 実 施  

   市 民 か ら の 食 品 衛 生 に 関 す る 相 談 等 は ， 柏 市 保 健 所 生 活 衛 生

課 が 窓 口 と な り 受 理 す る 。  

４  食 中 毒 予 防 に 関 す る 知 識 の 普 及 啓 発  

 (1) 市 民 に 対 し て ， 関 係 各 所 と 連 携 し ， 講 習 会 等 を 実 施 し ， 食 品

衛 生 に 関 す る 知 識 の 普 及 啓 発 を 図 る 。  

 (2) 食 品 等 事 業 者 に 対 す る 講 習 会 を 開 催 す る と と も に ， 市 民 に 対

し て ， リ ー フ レ ッ ト ， ホ ー ム ぺ ー ジ 等 を 活 用 し ， 食 中 毒 の 予

防 に 関 す る 知 識 の 普 及 啓 発 を 行 う 。  

 (3) 千 葉 県 が 食 中 毒 注 意 報 又 は 食 中 毒 警 報 を 発 令 し た 場 合 は ， 市

民 及 び 食 品 等 事 業 者 へ 食 品 の 取 扱 い 及 び そ の 他 食 品 衛 生 に

関 す る 注 意 を 喚 起 し ， 危 害 発 生 の 未 然 予 防 を 図 る 。  

 (4) 非 加 熱 又 は 加 熱 不 十 分 な 食 肉 や 鶏 の 生 レ バ ー を 喫 食 す る こ と

は 食 中 毒 の 原 因 と な る リ ス ク が 高 い こ と を 啓 発 す る 。  
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第１０  食品衛生に係る人材の資質向上  

１  食 品 衛 生 監 視 員 等 の 研 修  

 監 視 指 導 等 が 迅 速 か つ 的 確 に 実 施 で き る よ う に ， 技 術 研 修 や

法 令 内 容 等 に 係 る 研 修 を 実 施 す る と と も に ， 厚 生 労 働 省 等 が 開

催 す る 研 修 会 や 研 究 発 表 会 に 積 極 的 に 参 加 し ， 職 員 の 資 質 の 向

上 を 図 る 。  

２  営 業 者 及 び 食 品 衛 生 責 任 者 等 の 自 主 的 衛 生 管 理 の 推 進  

 (1) 営 業 者 及 び 食 品 衛 生 責 任 者 等 に 対 し ， 定 期 的 な 衛 生 講 習 会 等  

  を 実 施 し ， 食 中 毒 予 防 等 の 自 主 的 衛 生 管 理 の 推 進 を 図 る 。  

 (2) 食 品 衛 生 管 理 者 ， 食 品 衛 生 責 任 者 ， 食 品 衛 生 推 進 員 ， 食 鳥 処  

  理 衛 生 管 理 者 に 対 し ， そ の 責 務 が 適 切 に 果 た さ れ る よ う ， 講 習  

  会 や 情 報 提 供 を 実 施 す る 。  
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柏 市 食 品 衛 生 監 視 指 導 計 画 に 関 す る 用 語 集   

  

【 あ 行 】   

 ○ ア ニ サ キ ス   

   寄 生 虫 （ 線 虫 類 ） の 一 種 で あ る 。   

＜ 特 徴 ＞  

   ア ニ サ キ ス 幼 虫 が サ バ ， ア ジ ， イ カ ， イ ワ シ ， サ ン マ な ど に

寄 生 す る 。  

   魚 介 類 の 内 臓 に 寄 生 し て い る ア ニ サ キ ス 幼 虫 は 鮮 度 が 落 ち る

と ， 内 臓 か ら 筋 肉 に 移 動 す る こ と が 知 ら れ て い る 。  

 ＜ 食 中 毒 症 状 ＞  

   胃 ア ニ サ キ ス 症 で は ， ２ ～ ８ 時 間 後 に ， 激 し い 腹 痛 ， 悪 心 ，

嘔 吐 を 生 じ る 。  

   腸 ア ニ サ キ ス 症 で は ， １ ０ 時 間 以 降 に ， 激 し い 腹 痛 ， 腹 膜 炎

症 状 を 生 じ る 。   

 ＜ 過 去 の 食 中 毒 原 因 食 品 ＞  

   サ バ ， ア ジ ， イ カ ， イ ワ シ 等 魚 介 類 の 寿 司 や 刺 身 。   

＜ 対 策 ＞  

  加 熱 す る 。 （ 60℃ で 1 分 ， 70℃ 以 上 ）  

   冷 凍 す る 。 （ － 20℃ で 24 時 間 以 上 ）  

   速 や か に 内 臓 を 除 去 す る 。   

  調 理 の 際 に ， 目 視 で 確 認 す る こ と が 有 効 。   

  

○ ア レ ル ゲ ン  

   食 物 の 摂 取 に よ り 生 体 に 障 害 を 引 き 起 こ す 反 応 の う ち ， 食 物

抗 原 に 対 す る 免 疫 学 的 防 御 反 応 に よ る も の を 食 物 ア レ ル ギ ー

と 呼 び ， そ の 原 因 と な る 物 質 （ 抗 原 ） の こ と を ア レ ル ゲ ン と

い う 。  

   免 疫 学 的 な 防 御 反 応 と は ， 体 の 中 に 抗 原 が 入 っ て く る と こ れ

に 対 し て 防 衛 し よ う と す る 働 き に よ り 抗 体 が つ く ら れ ， 抗 原

に 対 す る 抵 抗 性 を 獲 得 す る 反 応 を い う 。  

   ア レ ル ギ ー 体 質 の 人 で は ， あ る 抗 原 に 過 敏 に 反 応 し て ， じ ん

ま 疹 ， 湿 疹 ， 血 圧 低 下 ， 呼 吸 困 難 又 は 意 識 障 害 な ど ， 様 々 な
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症 状 が 引 き 起 こ さ れ る 。  

   食 品 表 示 法 で は ， ア レ ル ゲ ン と し て 表 示 を 義 務 づ け て い る も

の が ７ 品 目 （ え び ， か に ， 小 麦 ， そ ば ， 卵 ， 乳 及 び 落 花 生 ） ，

指 導 に よ り 表 示 を 推 奨 さ れ て い る も の が ２ １ 品 目 （ ア ー モ ン

ド ， あ わ び ， い か ， い く ら ， オ レ ン ジ ， カ シ ュ ー ナ ッ ツ ， キ

ウ イ フ ル ー ツ ， 牛 肉 ， く る み ， ご ま ， さ け ， さ ば ， 大 豆 ， 鶏

肉 ， バ ナ ナ ， 豚 肉 ， ま つ た け ， も も ， や ま い も ， り ん ご ， ゼ

ラ チ ン ） あ る 。   

  

○ 遺 伝 子 組 換 え 食 品  

   遺 伝 子 組 換 え 技 術 （ 組 換 え DNA 技 術 ） を 応 用 し た 食 品 の こ

と 。  

   遺 伝 子 組 換 え 技 術 （ 組 換 え DNA 技 術 ） と は ， あ る 生 物 か ら

有 用 な 遺 伝 子 を 取 り 出 し て ， 他 の 植 物 等 に 導 入 す る 技 術 の こ

と で ， こ の 技 術 に よ り ， 食 品 生 産 を 量 的 ・ 質 的 に 向 上 さ せ る

だ け で な く ， 害 虫 や 病 気 に 強 い 農 作 物 の 改 良 や ， 日 持 ち ・ 加

工 特 性 な ど の 品 質 向 上 に 利 用 さ れ て い る 。  

   遺 伝 子 組 換 え 作 物 等 は ， 食 品 と し て の 安 全 性 に つ い て は 食 品

安 全 基 本 法 及 び 食 品 衛 生 法 に 基 づ き ， ま た 生 物 多 様 性 へ の 影

響 （ い わ ゆ る 環 境 へ の 安 全 性 ） に つ い て は 「 遺 伝 子 組 換 え 生

物 等 の 使 用 等 の 規 制 に よ る 生 物 の 多 様 性 の 確 保 に 関 す る 法 律

（ い わ ゆ る カ ル タ ヘ ナ 法 ） 」 に 基 づ き ， 審 査 ・ 承 認 を 得 る こ

と に よ り ， 科 学 的 に 評 価 し ， 安 全 性 が 確 認 さ れ た も の だ け が

国 内 で の 流 通 ・ 使 用 が 可 能 な 仕 組 み と な っ て い る 。  

   現 在 ， わ が 国 に お い て 安 全 性 が 確 認 さ れ ， 販 売 ・ 流 通 が 認 め

ら れ て い る 作 物 は ， 大 豆 ， と う も ろ こ し ， ば れ い し ょ ， な た

ね ， 綿 実 ， ア ル フ ァ ル フ ァ ， て ん さ い ， パ パ イ ヤ の ８ 種 類 。

遺 伝 子 組 換 え 農 産 物 お よ び こ れ を 原 料 と し た 加 工 食 品 に つ い

て は ， 表 示 制 度 が 定 め ら れ て い る 。   

   表 示 義 務 の 対 象 と な る の は ， 遺 伝 子 組 換 え 食 品 で あ る 大 豆

（ 枝 豆 及 び 大 豆 も や し を 含 む 。 ） ， と う も ろ こ し ， ば れ い し

ょ ， な た ね ， 綿 実 ， ア ル フ ァ ル フ ァ ， て ん さ い ， パ パ イ ヤ の

８ 種 類 の 農 産 物 と こ れ ら を 原 材 料 と し た 加 工 食 品 ３ ３ 品 目 群

-16- 



 

（ 豆 腐 ， 納 豆 な ど ） で あ る 。   

   ま た ， 高 オ レ イ ン 酸 遺 伝 子 組 換 え 大 豆 ， ス テ ア リ ド ン 酸 産 生

遺 伝 子 組 換 え 大 豆 ， 高 リ シ ン 遺 伝 子 組 換 え と う も ろ こ し 及 び

こ れ ら を 使 用 し た 加 工 食 品 に つ い て ， 「 大 豆 （ 高 オ レ イ ン 酸

遺 伝 子 組 換 え ） 」 な ど の 表 示 が 義 務 付 け ら れ て い る 。   

 

○ ウ エ ル シ ュ 菌   

   熱 に 強 い 芽 胞 を 作 り ， 大 量 調 理 食 品 を 原 因 と す る 大 規 模 食 中

毒 を 引 き 起 こ す 。   

＜ 特 徴 ＞   

   人 や 動 物 の 腸 管 ， 土 壌 ， 水 中 等 に 常 在 す る 。   

   熱 に 強 い 芽 胞 を 形 成 し ， 100℃ ， １ ～ ６ 時 間 の 加 熱 に 耐 え

る 。   

   芽 胞 を 形 成 す る 際 に 産 生 す る 易 熱 性 の エ ン テ ロ ト キ シ ン が ，

食 中 毒 症 状 を 引 き 起 こ す 。   

   酸 素 の 少 な い 環 境 下 及 び や や 高 温 （ ４ ３ ～ ４ ７ ℃ ） で ， 良 く

増 殖 す る 。   

   食 品 を 大 量 に 加 熱 調 理 す る と ， 死 滅 し な か っ た 芽 胞 が ， 酸 素

の 少 な く な っ た 食 品 中 で 発 芽 し ， 徐 々 に 冷 却 し て い く 間 に 急

速 に 増 殖 す る 。   

＜ 食 中 毒 症 状 ＞   

   潜 伏 期 間 は ６ ～ １ ０ 時 間 。  

   主 症 状 は 腹 痛 と 下 痢 で ， 嘔 吐 や 発 熱 な ど の 症 状 は 極 め て 少 な

い 。   

＜ 過 去 の 食 中 毒 原 因 食 品 ＞  

   カ レ ー ， シ チ ュ ー ， ス ー プ 等 の よ う に ， 食 肉 ， 魚 介 類 及 び 野

菜 を 使 用 し た 煮 物 や 大 量 調 理 食 品   

＜ 対 策 ＞   

   調 理 後 ， 速 や か に 喫 食 す る 。  

   加 熱 調 理 食 品 の 冷 却 は ， 小 分 け し て ， 速 や か に 行 う 。   

   食 品 を 保 存 す る 場 合 は ， 10℃ 以 下 又 は 55℃ 以 上 を 保 つ 。   

   食 品 を 再 加 熱 す る 場 合 に は ， 十 分 に 加 熱 す る 。   
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○ 黄 色 ブ ド ウ 球 菌  

   人 間 の 手 指 か ら も 検 出 さ れ る こ と が あ る 。   

  増 殖 の 際 に 生 成 さ れ た 毒 素 に よ っ て 食 中 毒 を 引 き 起 こ す 。   

 ＜ 特 徴 ＞  

   人 や 動 物 に 常 在 す る 。   

  毒 素 エ ン テ ロ ト キ シ ン を 生 成 す る 。   

  毒 素 は １ ０ ０ ℃ ， ３ ０ 分 の 加 熱 で も 無 毒 化 さ れ な い 。   

＜ 食 中 毒 症 状 ＞  

  潜 伏 期 は １ ～ ５ 時 間 。   

  主 症 状 は ， 吐 き 気 ， お う 吐 ， 腹 痛 ， 下 痢 。   

＜ 過 去 の 食 中 毒 原 因 食 品 ＞   

   乳 ・ 乳 製 品 （ 牛 乳 ， ク リ ー ム な ど ） ， 卵 製 品 ， 畜 産 製 品 （ 肉 ，

ハ ム な ど ） ， 穀 類 と そ の 加 工 品 （ 握 り 飯 ， 弁 当 ） ， 魚 肉 ね り

製 品 （ ち く わ ， か ま ぼ こ な ど ） ， 和 洋 生 菓 子 な ど 。   

＜ 対 策 ＞  

   手 指 の 洗 浄 ・ 消 毒 や 調 理 器 具 の 洗 浄 殺 菌 。  

   手 荒 れ や 化 膿 巣 の あ る 人 は ， 食 品 に 直 接 触 れ な い 。  

  動 物 （ ペ ッ ト 等 ） を 調 理 場 に 入 れ な い 。   

  低 温 保 存 は 有 効 。   

   生 成 さ れ た 毒 素 は ， 加 熱 調 理 に よ り 分 解 さ れ に く い の で ， 注

意 が 必 要 。   

  

【 か 行 】   

○ カ ン ピ ロ バ ク タ ー   

   細 菌 性 食 中 毒 の 主 な 原 因 物 質 で あ り ， 主 に 食 肉 を 介 し た 食 中

毒 が 問 題 と な っ て い る 。   

＜ 特 徴 ＞   

   家 畜 や 家 禽 類 の 腸 管 内 に 生 息 し ， 食 肉 （ 特 に 鶏 肉 ） や 飲 料 水

を 汚 染 す る 。  

   乾 燥 に き わ め て 弱 く ， ま た ， 通 常 の 加 熱 調 理 で 死 滅 す る 。   

＜ 食 中 毒 症 状 ＞   

   潜 伏 期 は １ ～ ７ 日 間 と 長 い 。  

   主 症 状 は ， 下 痢 ， 腹 痛 ， 発 熱 ， 悪 心 ， 嘔 気 ， 嘔 吐 ， 頭 痛 ， 悪
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寒 ， 倦 怠 感 な ど 。  

   少 な い 菌 量 で も 発 症 。  

＜ 過 去 の 食 中 毒 原 因 食 品 ＞  

   食 肉 （ 特 に 鶏 肉 ） ， 飲 料 水 ， 生 野 菜 ， 生 乳 な ど 。  

   潜 伏 期 間 が 長 い の で ， 判 明 し な い こ と も 多 い 。   

＜ 対 策 ＞  

   調 理 器 具 を 使 い 分 け ， 使 用 後 は よ く 洗 浄 消 毒 す る 。   

   肉 と 他 の 食 品 と の 接 触 を 防 ぐ 。   

   食 肉 ・ 食 鳥 肉 処 理 場 で の 衛 生 管 理 ， 二 次 汚 染 防 止 を 徹 底 す る 。   

   食 肉 は 十 分 な 加 熱 （ ７ ５ ℃ 以 上 ， １ 分 以 上 ） を 行 う 。   

   

○ 器 具 又 は 容 器 包 装  

   器 具 と は ， 飲 食 器 ， 割 ぽ う 具 そ の 他 食 品 又 は 添 加 物 の 採 取 ，

製 造 ， 加 工 ， 調 理 ， 貯 蔵 ， 運 搬 ， 陳 列 ， 授 受 又 は 摂 取 の 用 に

供 さ れ ， か つ ， 食 品 又 は 添 加 物 に 直 接 接 触 す る 機 械 ， 器 具 そ

の 他 の 物 を い う 。 た だ し ， 農 業 及 び 水 産 業 に お け る 食 品 の 採

取 の 用 に 供 さ れ る 機 械 ， 器 具 そ の 他 の 物 は ， こ れ を 含 ま な い 。  

   容 器 包 装 と は ， 食 品 又 は 添 加 物 を 入 れ ， 又 は 包 ん で い る 物 で ，

食 品 又 は 添 加 物 を 授 受 す る 場 合 そ の ま ま で 引 き 渡 す も の を い

う 。  

   平 成 ３ ０ 年 ６ 月 に 食 品 衛 生 法 が 改 正 さ れ ， 国 際 整 合 的 な 食 品

用 器 具 ・ 容 器 包 装 の 衛 生 規 制 の 整 備 が 行 わ れ た こ と に よ り ，

令 和 ２ 年 ６ 月 １ 日 か ら ， 合 成 樹 脂 を 使 用 し た も の に つ い て ，

安 全 性 を 評 価 し た 物 質 の み 使 用 可 能 と す る ポ ジ テ ィ ブ リ ス ト

制 度 の 導 入 等 が 行 わ れ た 。   

     

【 さ 行 】   

○ サ ル モ ネ ラ 属 菌   

   鶏 卵 な ど を 介 し た 食 中 毒 が 発 生 し て お り ， 稀 に 大 規 模 な 食 中

毒 も 発 生 し て い る 。   

＜ 特 徴 ＞  

   動 物 の 腸 管 や 自 然 界 （ 川 ， 下 水 ， 湖 な ど ） に 広 く 分 布 。  

   生 肉 ， 特 に 鶏 肉 と 卵 を 汚 染 す る こ と が 多 い 。  
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   乾 燥 に 強 い 。   

＜ 食 中 毒 症 状 ＞  

   潜 伏 期 は ６ ～ ７ ２ 時 間 。   

   主 症 状 は 激 し い 腹 痛 ， 下 痢 ， 発 熱 ， お う 吐 。   

   長 期 に わ た り 保 菌 者 と な る こ と も あ る 。   

＜ 過 去 の 食 中 毒 原 因 食 品 ＞  

   卵 ま た は そ の 加 工 品 ， 食 肉 （ 牛 レ バ ー 刺 し ， 鶏 肉 ） ， う な ぎ ，

す っ ぽ ん な ど 。   

   二 次 汚 染 に よ る 各 種 食 品 。   

＜ 対 策 ＞  

   肉 ・ 卵 は 十 分 に 加 熱 （ ７ ５ ℃ 以 上 ， １ 分 以 上 ） す る 。   

   卵 の 生 食 は 新 鮮 な も の に 限 る 。   

   低 温 保 存 は 有 効 。 し か し 過 信 は 禁 物 。   

   二 次 汚 染 に も 注 意 。   

  

○ 残 留 動 物 用 医 薬 品   

   動 物 用 医 薬 品 と は 医 薬 品 ， 医 療 機 器 等 の 品 質 ， 有 効 性 及 び 安

全 性 の 確 保 等 に 関 す る 法 律 に お い て ， 専 ら 動 物 の た め に 使 用

さ れ る こ と が 目 的 と さ れ て い る 医 薬 品 と さ れ て い る 。   

   牛 ， 豚 ， 鶏 な ど の 畜 産 動 物 や 養 殖 魚 な ど の 病 気 の 診 断 ， 治 療

ま た は 予 防 な ど に 使 わ れ る も の で ， そ の 製 造 ・ 販 売 ・ 使 用 に

つ い て 同 法 で 規 制 さ れ て い る 。 例 え ば ， 診 断 用 の ツ ベ ル ク リ

ン ， 治 療 用 の 抗 生 物 質 や 予 防 用 の ワ ク チ ン な ど が あ る 。   

   必 要 に 応 じ て ， 同 法 に 基 づ き ， そ の 使 用 で き る 動 物 種 ， 使 用

方 法 お よ び 使 用 量 ， 使 用 禁 止 期 間 （ 出 荷 す る ま で ， そ の 薬 が

使 用 で き な い 期 間 の こ と を い う 。 ） を 定 め た 使 用 基 準 が 設 定

さ れ て い る 。   

   ま た ， 食 品 衛 生 法 に 基 づ き ， 残 留 基 準 が 設 定 さ れ た 場 合 ， こ

れ を 超 え る よ う な 動 物 用 医 薬 品 が 残 留 し て い る 食 品 は 販 売 禁

止 な ど の 措 置 が と ら れ る こ と に な る 。   

  

○ 残 留 農 薬  

   農 作 物 等 の 栽 培 ま た は 保 存 時 に 農 薬 が 使 用 さ れ た 場 合 に ， 農
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作 物 等 や 環 境 中 に 残 る 農 薬 ま た は そ の 代 謝 物 を い う 。   

   農 薬 が 残 留 し た 食 品 を 摂 取 す る こ と に よ り ， 人 の 健 康 を 損 な

う こ と が な い よ う ， 食 品 衛 生 法 に 基 づ く 「 食 品 ， 添 加 物 等 の

規 格 基 準 」 に お い て 食 品 に 残 留 す る 農 薬 な ど の 量 の 限 度 （ 残

留 農 薬 基 準 ） が 定 め ら れ て い る 。   

   残 留 農 薬 基 準 が 設 定 さ れ た 場 合 ， こ れ を 超 え る よ う な 農 薬 が

残 留 す る 食 品 は ， 食 品 衛 生 上 の 危 害 を 除 去 す る た め に 必 要 な

範 囲 で 販 売 禁 止 な ど の 措 置 が と ら れ る 。   

  

○ Ｇ Ｐ セ ン タ ー   

    Grading＆ Packing の 頭 文 字 を と っ た 略 称 で ， 集 め ら れ た 鶏

卵 を 洗 浄 し ， 重 量 ご と に 格 付 け （ Grading） し て ， パ ッ ク や ダ

ン ボ ー ル 等 に 鶏 卵 を 包 装 （ Packing） す る 施 設 の こ と 。 鶏 舎 に

併 設 し て い る も の や 独 立 し て 設 置 し て い る も の が あ る 。   

  ※  鶏 卵 の 格 付 ： 規 格 取 引 上 の 卵 重 区 分 （ SS， S， MS， M， L， LL）

に 分 別 す る こ と 。   

  

○ 指 定 成 分 等   

   食 品 衛 生 上 の 危 害 の 発 生 を 防 止 す る 見 地 か ら 特 別 の 注 意 を 必

要 と す る 成 分 又 は 物 で あ っ て ， 厚 生 労 働 大 臣 が 薬 事 ・ 食 品 衛

生 審 議 会 の 意 見 を 聴 い て 指 定 し た も の を い う 。 現 在 ， コ レ ウ

ス ・ フ ォ ル ス コ リ ー ， ド オ ウ レ ン ， プ エ ラ リ ア ・ ミ リ フ ィ カ ，

ブ ラ ッ ク コ ホ シ ュ の ４ 種 が 指 定 さ れ て い る 。  

    平 成 ３ ０ 年 ６ 月 に 食 品 衛 生 法 が 改 正 さ れ ， 令 和 ２ 年 ６ 月 １ 日

か ら 指 定 成 分 等 を 含 む 食 品 等 に よ る 健 康 被 害 情 報 収 集 制 度 が

導 入 さ れ た 。   

   指 定 成 分 等 を 含 む 食 品 等 を 取 り 扱 う 営 業 者 は ， そ の 取 り 扱 う

指 定 成 分 等 を 含 む 食 品 等 が 人 の 健 康 に 被 害 を 生 じ ， 又 は 生 じ

さ せ る お そ れ が あ る 旨 の 情 報 を 得 た 場 合 は ， 当 該 情 報 を ， 遅

滞 な く ， 都 道 府 県 等 に 届 け 出 る 必 要 が あ る 。   

  

○ 収 去 検 査   

   食 品 衛 生 法 及 び 食 品 表 示 法 の 規 定 に よ り ， 都 道 府 県 知 事 等 が
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必 要 が あ る と 認 め る と き ， 食 品 衛 生 監 視 員 を 営 業 の 施 設 に 立

ち 入 ら せ ， 試 験 の 用 に 供 す る の に 必 要 な 限 度 に お い て ， 販 売

の 用 に 供 し ， 若 し く は 営 業 上 使 用 す る 食 品 ， 添 加 物 ， 器 具 及

び 容 器 包 装 ， お も ち ゃ な ど を 無 償 で 抜 き 取 り ， 検 査 す る こ と

で あ る 。   

   こ れ ら の 収 去 に あ た っ て は ， 食 品 衛 生 監 視 員 で あ る 身 分 を 示

す 証 票 の 携 帯 と ， 法 で 定 め ら れ た 収 去 証 を 被 収 去 者 に 交 付 す

る こ と が 義 務 付 け ら れ て い る 。   

  

○ 食 中 毒 注 意 報   

    夏 期 に お け る 食 中 毒 の 多 発 が 予 想 さ れ る 時 期 に 食 品 関 係 営 業

者 の み な ら ず 市 民 一 般 に 対 し て 食 品 の 取 扱 い 及 び そ の 他 の 食

品 衛 生 に 関 す る 注 意 を 喚 起 さ せ る こ と に よ り ， 食 中 毒 発 生 防

止 の 一 助 と す る と と も に 食 品 衛 生 知 識 の 高 揚 を 図 る こ と を 目

的 と し て ， ６ 月 １ 日 か ら ９ 月 ３ ０ 日 ま で の 間 ， 発 令 さ れ る 。   

  

○ 食 中 毒 警 報   

   注 意 報 発 令 中 で ， 以 下 の い ず れ か の 項 目 を 満 た す 場 合 に 発 令

さ れ る 。  

   (１ )真 夏 日 （ 日 最 高 気 温 が ３ ０ 度 以 上 の 日 を い う 。 ） が ３ 日

以 上 継 続 し た 場 合 。   

   (２ )千 葉 県 健 康 福 祉 部 長 が 必 要 と 認 め た 場 合 。   

   な お ， 食 中 毒 警 報 の 期 間 は ， 発 令 後 ５ 日 以 上 継 続 し て 真 夏 日

と な ら な い 場 合 ま で （ た だ し ， 千 葉 県 健 康 福 祉 部 長 が 必 要 と

認 め た 場 合 は こ の 限 り で な い 。 ） 。   

  

○ 食 鳥 検 査   

   食 鳥 肉 に 起 因 す る 衛 生 上 の 危 害 の 発 生 を 防 止 し ， 食 鳥 肉 の 安

全 を 確 保 す る た め の 検 査 で ， 「 食 鳥 処 理 の 事 業 の 規 制 及 び 食

鳥 検 査 に 関 す る 法 律 」 に 基 づ き ， 市 長 が ， 食 品 衛 生 監 視 員 ，

と 畜 検 査 員 等 で あ っ て 獣 医 師 で あ る 職 員 の 中 か ら 指 定 し た 食

鳥 検 査 員 又 は 委 任 し た 指 定 検 査 機 関 の 獣 医 師 で あ る 検 査 員 に

よ っ て 行 わ れ る 。 食 鳥 検 査 は ， 食 用 に 供 す る 目 的 で と さ つ す
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る 鶏 ， あ ひ る ， 七 面 鳥 が 対 象 で あ る 。   

  

○ 食 鳥 処 理 場   

    食 用 に 供 す る 目 的 で 事 業 と し て 食 鳥 （ 鶏 ， あ ひ る ， 七 面 鳥 ）

を と さ つ し ， 又 は そ の 内 臓 の 摘 出 等 を 行 う た め に 設 置 さ れ た

施 設 。   

  

○ 食 品 営 業 許 可 制 度   

    食 品 衛 生 法 に 基 づ く 許 可 制 度 で ， 営 業 許 可 業 種 に 係 る 営 業 を

営 も う と す る 者 は ， 都 道 府 県 知 事 等 の 許 可 を 受 け な け れ ば な

ら な い 。   

    平 成 ３ ０ 年 ６ 月 に 食 品 衛 生 法 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い ， 実 態

に 応 じ た 営 業 許 可 業 種 へ の 見 直 し が 行 わ れ ， 令 和 ３ 年 ６ 月 １

日 か ら ３ ４ 業 種 か ら ３ ２ 業 種 に 再 編 さ れ る こ と と な っ た 。   

  

○ 食 品 営 業 届 出 制 度   

    平 成 ３ ０ 年 ６ 月 に 食 品 衛 生 法 が 改 正 さ れ ， 原 則 と し て 全 て の

営 業 者 に Ｈ Ａ Ｃ Ｃ Ｐ に 沿 っ た 衛 生 管 理 が 求 め ら れ る こ と と な

っ た 。   

    こ れ に 伴 い ， 営 業 許 可 業 種 以 外 の も の で あ っ て も ， 行 政 が そ

の 所 在 を 把 握 し ， 必 要 な 指 導 を 行 う 必 要 が あ る こ と か ら ， 令

和 ３ 年 ６ 月 １ 日 か ら 営 業 許 可 業 種 以 外 の 一 定 の 営 業 者 を 対 象

と し て ， 営 業 届 出 の 制 度 が 創 設 さ れ た 。   

  

○ 食 品 衛 生 監 視 員   

    食 品 衛 生 法 に 基 づ き ， 営 業 の 場 所 に 臨 検 し ， 食 品 や 帳 簿 書 類

を 検 査 し ， 試 験 に 必 要 な 食 品 な ど を 収 去 す る た め ， ま た 食 品

衛 生 に 関 す る 指 導 を 行 う た め ， 市 長 が そ の 職 員 の 中 か ら 任 命

し た 者 の こ と を い う 。   

   食 品 衛 生 監 視 員 に な る た め に は ， 専 門 的 な 経 験 知 識 を 有 す る

必 要 が あ る （ 都 道 府 県 知 事 の 登 録 を 受 け た 養 成 施 設 に お い て

所 定 の 課 程 を 修 了 し た 者 ， 医 師 ， 薬 剤 師 ， 獣 医 師 な ど の 者 ，

大 学 な ど で 獣 医 学 や 農 芸 化 学 な ど の 課 程 を 修 了 し た 者 ， 栄 養
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士 と し て 2 年 以 上 食 品 衛 生 行 政 に 従 事 し た 者 が 該 当 す る 。 ） 。   

  

○ 食 品 衛 生 管 理 者   

   食 品 の 製 造 又 は 加 工 の 過 程 で ， 特 に 衛 生 上 考 慮 が 払 わ れ な け

れ ば な ら な い よ う な 全 粉 乳 ， 食 肉 製 品 ， 放 射 線 照 射 食 品 な ど

１ １ 種 目 の 食 品 ， 添 加 物 な ど 製 造 ， 加 工 を 行 う 営 業 者 に つ い

て ， 食 品 衛 生 法 で 一 定 の 資 格 を 有 す る 食 品 衛 生 管 理 者 を 置 く

こ と が 義 務 付 け ら れ て い る 。   

  

○ 食 品 衛 生 指 導 員   

   食 品 営 業 者 の 自 主 管 理 を 推 進 す る た め ， 公 益 社 団 法 人 千 葉 県

食 品 衛 生 協 会 長 が 一 定 の 教 育 の 課 程 を 経 た 者 の 中 か ら ， 保 健

所 長 と 協 議 の う え 食 品 衛 生 指 導 員 と し て 委 嘱 し ， 営 業 施 設 の

巡 回 指 導 を は じ め と す る 食 品 衛 生 思 想 の 普 及 啓 発 の た め の 自

主 活 動 に あ た っ て い る 。   

  

○ 食 品 衛 生 責 任 者   

   食 品 衛 生 法 に お い て ， 営 業 者 （ 器 具 又 は 容 器 包 装 を 製 造 す る

営 業 者 ， 食 鳥 処 理 の 事 業 及 び 公 衆 衛 生 に 与 え る 影 響 が 少 な い

営 業 を 行 う 者 を 除 く 。 ） は ， 施 設 の 衛 生 管 理 に あ た っ て 中 心

的 な 役 割 を 行 う 者 と し て 食 品 衛 生 責 任 者 を 定 め る こ と と さ れ

て お り ， 併 せ て 食 品 衛 生 責 任 者 の 資 格 要 件 が 規 定 さ れ て い る 。   

   従 前 は ， 食 品 衛 生 法 施 行 条 例 に 基 づ き 設 置 さ れ て き た が ， Ｈ

Ａ Ｃ Ｃ Ｐ に 沿 っ た 衛 生 管 理 の 制 度 化 に 伴 い ， 各 営 業 施 設 に お

け る 自 主 的 な 衛 生 管 理 の 推 進 の 担 い 手 と し て ， 食 品 衛 生 法 に

位 置 づ け ら れ た 。   

  

○ 食 品 添 加 物   

    食 品 衛 生 法 に お い て ， 「 食 品 添 加 物 」 と は ， 食 品 の 製 造 の 過

程 に お い て 使 用 さ れ る も の ， ま た は 食 品 の 加 工 若 し く は 保 存

な ど の 目 的 で ， 食 品 に 添 加 ， 混 和 ， 浸 潤 そ の 他 の 方 法 に よ り

使 用 さ れ る も の と 定 義 さ れ て い る 。   

   食 品 添 加 物 は ， 食 品 と と も に 人 が 摂 取 す る も の で あ り ， 安 全
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性 が 十 分 確 認 さ れ た も の で あ る こ と が 必 要 で あ る 。   

   こ の た め ， 食 品 添 加 物 は 食 品 衛 生 法 に 基 づ き 「 ヒ ト の 健 康 を

損 な う お そ れ の な い 場 合 」 と し て 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る （ 指

定 す る ） も の 以 外 は 原 則 と し て 使 用 が 認 め ら れ な い 。   

   こ の よ う な 規 制 は ポ ジ テ ィ ブ リ ス ト 方 式 と 呼 ば れ ， 欧 米 諸 国

に お い て も 同 様 の 規 制 が 行 わ れ て い る 。   

   ま た ， 食 品 添 加 物 の 品 質 の 確 保 や 不 適 切 な 使 用 を 防 ぐ た め ，

必 要 に 応 じ 個 別 に 一 定 の 品 質 を 確 保 す る た め の 成 分 規 格 や 使

用 目 的 ， 対 象 食 品 や 使 用 量 と い っ た 使 用 基 準 な ど が 規 定 さ れ

て い る 。   

   表 示 に つ い て は ， 食 品 表 示 法 に 基 づ き ， 原 則 と し て 使 用 し た

す べ て の 食 品 添 加 物 を 「 物 質 名 」 で 表 示 す る こ と と さ れ て い

る 。 「 着 色 料 」 や 「 保 存 料 」 な ど の 定 め ら れ た 用 途 で 使 用 さ

れ る も の に つ い て は ， 物 質 名 の み で な く 用 途 名 を 併 記 す る こ

と と さ れ ， 消 費 者 が 食 品 を 購 入 す る に 当 た り ， 確 認 す る こ と

が で き る よ う な 規 制 が 行 わ れ て い る 。   

※ 食 品 添 加 物 を 用 途 別 に み る と ， 以 下 に 分 類 さ れ る 。   

 ① 食 品 の 品 質 を 保 つ も の   

 （ 保 存 料 ， 殺 菌 料 ， 酸 化 防 止 剤 ， 防 か び 剤 な ど ）   

 ② 食 品 の 嗜 好 性 の 向 上 を 目 的 と し た も の   

  （ 甘 味 料 ， 酸 味 料 ， 調 味 料 ， 香 料 ， ゲ ル 化 剤 ， 着 色 料 ， 漂 白 剤

な ど ）   

 ③ 食 品 の 製 造 ま た は 加 工 す る と き に 使 用 さ れ る も の   

  （ 豆 腐 用 凝 固 剤 ， 膨 張 剤 ， ゲ ル 化 剤 ， 乳 化 剤 ， ろ 過 助 剤 ， 抽 出

溶 剤 な ど ）   

 ④ 栄 養 強 化 を 目 的 と す る も の   

 （ ビ タ ミ ン ， ミ ネ ラ ル ， ア ミ ノ 酸 類 ） が あ る 。   

  

○ 食 品 表 示 法   

    販 売 の 用 に 供 す る 食 品 に 関 す る 表 示 に つ い て ， 基 準 の 策 定 そ

の 他 の 必 要 な 事 項 を 定 め る こ と に よ り ， そ の 適 正 を 確 保 し ，

も っ て 一 般 消 費 者 の 利 益 の 増 進 を 図 る と と も に ， 食 品 衛 生 法 ，

健 康 増 進 法 及 び 農 林 物 資 の 規 格 化 等 に 関 す る 法 律 に よ る 措 置
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と 相 ま っ て ， 国 民 の 健 康 の 保 護 及 び 増 進 並 び に 食 品 の 生 産 及

び 流 通 の 円 滑 化 並 び に 消 費 者 の 需 要 に 即 し た 食 品 の 生 産 の 振

興 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と し ， 平 成 ２ ７ 年 ４ 月 １ 日 に 施 行 さ

れ た 。   

    食 品 表 示 基 準 の 策 定 ， 不 適 正 な 表 示 を 行 っ た 食 品 関 連 事 業 者

等 に 対 す る 指 示 ・ 命 令 ， 適 正 な 表 示 の 確 保 の た め の 立 入 検 査

等 に つ い て 規 定 し て い る 。   

  

○ 食 品 リ コ ー ル 情 報 の 報 告 制 度   

    平 成 ３ ０ 年 ６ 月 に 食 品 衛 生 法 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 創 設 さ

れ た 制 度 で ， 令 和 ３ 年 ６ 月 １ 日 か ら ， 営 業 者 が 食 品 衛 生 法 違

反 又 は そ の お そ れ が あ る 食 品 等 を 製 造 等 し ， 自 主 回 収 す る 場

合 は ， 当 該 自 主 回 収 の 情 報 に つ い て ， 遅 滞 な く ， 都 道 府 県 知

事 に 届 け 出 る 必 要 が あ る 。   

  

【 た 行 】   

○ 腸 炎 ビ ブ リ オ   

   主 に 魚 介 類 を 介 し て 食 中 毒 を 引 き 起 こ す 。   

   以 前 は 食 中 毒 の 発 生 原 因 の 上 位 を 占 め ， 特 に ６ ～ ９ 月 の 夏 期

に 多 発 し て い た が ， 現 在 は 減 少 傾 向 に あ る 。   

＜ 特 徴 ＞  

   海 （ 河 口 部 ， 沿 岸 部 な ど ） に 生 息 。   

   真 水 や 酸 に 弱 い 。   

   室 温 で も 速 や か に 増 殖 す る 。   

   ３ ％ 前 後 の 食 塩 を 含 む 食 品 中 で よ く 増 殖 す る 。   

＜ 食 中 毒 症 状 ＞  

   潜 伏 期 は ８ ～ ２ ４ 時 間 。   

   主 症 状 は ， 腹 痛 ， 水 様 下 痢 ， 発 熱 ， お う 吐 。   

＜ 過 去 の 食 中 毒 原 因 食 品 ＞  

   魚 介 類 （ 刺 身 ， 寿 司 ， 魚 介 加 工 品 ） 。   

   二 次 汚 染 に よ る 各 種 食 品 （ 漬 物 な ど ） 。   

＜ 対 策 ＞  

   魚 介 類 は 新 鮮 な も の で も 真 水 で よ く 洗 う 。   
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   短 時 間 で も 冷 蔵 庫 に 保 存 し ， 増 殖 を 抑 え る 。   

   ６ ０ ℃ ， １ ０ 分 間 の 加 熱 で 死 滅 。   

   二 次 汚 染 に も 注 意 。   

  

○ 腸 管 出 血 性 大 腸 菌   

   患 者 の 年 齢 や 健 康 状 態 に よ っ て は 重 篤 化 の 危 険 性 が あ り ， 国

内 で 散 発 し て い る 。   

   千 葉 県 内 に お い て は ， 平 成 ２ ８ 年 に 老 人 ホ ー ム で 同 菌 に よ る

死 亡 者 を 伴 う 重 大 な 食 中 毒 が 発 生 し た 。   

＜ 特 徴 ＞  

   動 物 の 腸 管 内 に 生 息 し ， 糞 尿 を 介 し て 食 品 ， 飲 料 水 を 汚 染 す

る 。   

   少 量 で も 発 病 す る こ と が あ る 。   

   加 熱 や 消 毒 処 理 に は 弱 い 。   

＜ 食 中 毒 症 状 ＞  

   感 染 後 ３ ～ ８ 日 間 の 潜 伏 期 間 。   

   初 期 の 感 冒 様 症 状 の あ と ， 激 し い 腹 痛 と 大 量 の 新 鮮 血 を 伴 う

血 便 が み ら れ る 。   

   発 熱 は 少 な い 。   

   乳 幼 児 や 高 齢 者 な ど は 重 症 に な り や す く 溶 血 性 尿 毒 症 症 候 群

を 併 発 し ， 意 識 障 害 に 至 る こ と も あ る 。   

 ＜ 対 策 ＞  

   調 理 器 具 を 使 い 分 け ， 使 用 後 の 洗 浄 消 毒 を 十 分 に 行 う 。   

   食 品 の 加 熱 を 十 分 に 行 う （ ７ ５ ℃ 以 上 ， １ 分 以 上 ） 。   

   食 品 は ， 低 温 で 保 存 す る こ と 。   

   野 菜 類 は 流 水 で 十 分 洗 浄 し ， 必 要 に 応 じ て 次 亜 塩 素 酸 ナ ト リ

ウ ム で 殺 菌 し た 後 流 水 で 十 分 す す ぎ 洗 い を 行 う 。   

   井 戸 水 等 ， 水 道 水 以 外 の 水 を 使 用 す る 場 合 は ， 必 ず 消 毒 す る 。   

○ 手 引 書  

   Ｈ Ａ Ｃ Ｃ Ｐ に 沿 っ た 衛 生 管 理 を 実 施 す る た め に ， 業 界 団 体 が

作 成 し 厚 生 労 働 省 が 確 認 を 行 っ た 手 引 書 。  

   特 に ， 小 規 模 食 品 営 業 者 等 は 「 HACCP の 考 え 方 を 取 り 入 れ た

衛 生 管 理 の た め の 手 引 書 」 を 参 考 に し て 以 下 の ① ～ ⑥ の 内 容
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を 実 施 し て い れ ば ， 公 衆 衛 生 上 必 要 な 措 置 を 定 め ， こ れ を 遵

守 し て い る と み な さ れ る 。  

  ① 手 引 書 の 解 説 を 読 み ， 自 分 の 業 種 ・ 業 態 で は ， 何 が 危 害 要 因

と な る か を 理 解 し ，  

  ② 手 引 書 の ひ な 型 を 利 用 し て ， 衛 生 管 理 計 画 と 必 要 に 応 じ て 手

順 書 を 準 備 し ，  

  ③ そ の 内 容 を 従 業 員 に 周 知 し ，  

  ④ 手 引 書 の 記 録 様 式 を 利 用 し て ， 衛 生 管 理 の 実 施 状 況 を 記 録 し ，  

  ⑤ 手 引 書 で 推 奨 さ れ た 期 間 ， 記 録 を 保 存 し ，  

  ⑥ 記 録 等 の 内 容 を 定 期 的 に 振 り 返 り ， 必 要 に 応 じ て 衛 生 管 理 計

画 や 手 順 書 の 内 容 を 見 直 す  

 

【 な 行 】   

○ 生 食 用 食 肉  

   生 食 用 食 肉 と し て 販 売 さ れ る 牛 の 食 肉 （ 内 臓 を 除 く ） 。   

   い わ ゆ る ユ ッ ケ ， タ ル タ ル ス テ ー キ ， 牛 刺 し ， 牛 タ タ キ が 含

ま れ る 。   

  

○ 生 食 用 食 肉 の 規 格 基 準   

   平 成 ２ ３ 年 ４ 月 に 飲 食 チ ェ ー ン 店 で の 腸 管 出 血 性 大 腸 菌 に よ

る 食 中 毒 事 件 が 発 生 し ， そ れ ま で 生 食 用 食 肉 に 関 し て は 衛 生

基 準 に 強 制 力 が な く ， 事 業 者 に お い て 十 分 に 遵 守 さ れ て い な

か っ た こ と を 受 け ， 厚 生 労 働 省 は 生 食 用 食 肉 の 規 格 基 準 を 設

定 し ， 平 成 ２ ３ 年 １ ０ 月 １ 日 か ら 施 行 に な っ た 。   

【 規 格 基 準 の 内 容 】    

 １  成 分 規 格 に つ い て    

  (1) 成 分 規 格 の 指 標 と し て ， 腸 内 細 菌 科 菌 群 と し た 。    

   (2) 成 分 規 格 に 係 る 検 査 の 記 録 を １ 年 間 保 存 す る こ と と し た

こ と 。    

 ２  加 工 基 準 に つ い て    

   (1) 専 用 の 設 備 を 備 え た 衛 生 的 な 場 所 で ， 専 用 の 器 具 を 用 い

る こ と 。    

   (2) 腸 管 出 血 性 大 腸 菌 の リ ス ク 等 の 知 識 を 有 す る 者 が 行 う こ
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と 。    

   (3) 加 工 す る 肉 塊 は ， 枝 肉 か ら 切 り 出 し た 後 ， 速 や か に 加 熱

殺 菌 を 行 う こ と 。   

   (4) 加 熱 殺 菌 に 係 る 記 録 を １ 年 間 保 存 す る こ と 。    

 ３  保 存 基 準 に つ い て    

    冷 蔵 は ４ ℃ 以 下 ， 凍 結 し た も の は ， － 15℃ 以 下 で 保 存 す る

こ と 。    

 ４  調 理 基 準 に つ い て    

   (1) 専 用 の 設 備 を 備 え た 衛 生 的 な 場 所 で ， 専 用 の 器 具 を 用 い

る こ と 。    

   (2) 腸 管 出 血 性 大 腸 菌 の リ ス ク 等 の 知 識 を 有 す る 者 が 行 う こ

と 。    

   (3) 調 理 を 行 っ た 生 食 用 食 肉 は ， 速 や か に 提 供 す る こ と と し

た こ と 。   

  

○ 農 薬 等   

   残 留 農 薬 等 に 関 す る 制 度 （ ポ ジ テ ィ ブ リ ス ト 制 度 ） で の 取 締

り 対 象 物 質 で ， 農 薬 ， 飼 料 添 加 物 及 び 動 物 用 医 薬 品 の こ と を

い う 。   

  

○ ノ ロ ウ イ ル ス  

   こ の ウ イ ル ス は ， 冬 期 を 中 心 に 年 間 を 通 じ て 胃 腸 炎 症 状 を 起

こ す 。   

＜ 特 徴 ＞   

   手 指 や 食 品 等 を 介 し て 感 染 す る 。 こ の ウ イ ル ス に よ る 食 中 毒

事 例 の 原 因 と し て は ， 食 品 取 扱 者 を 介 し て 二 次 的 に 汚 染 さ れ

た 食 品 や 貝 類 （ 二 枚 貝 ） が あ る 。   

   人 か ら 人 へ の 二 次 感 染 も あ る 。   

   逆 性 石 け ん や ア ル コ ー ル に 抵 抗 性 が あ る 。   

   少 量 の ウ イ ル ス で も 発 症 し ， 感 染 者 は 多 量 の ウ イ ル ス を 糞 便

中 に 排 泄 す る 。   

＜ 食 中 毒 症 状 ＞  

   潜 伏 期 は ２ ４ ～ ４ ８ 時 間 。   
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   主 症 状 は ， 下 痢 ， お う 吐 ， 吐 き 気 ， 腹 痛 ， ３ ８ ℃ 以 下 の 発

熱 。   

＜ 過 去 の 食 中 毒 原 因 食 品 ＞  

   糞 便 （ ウ イ ル ス ） に 汚 染 さ れ た 食 品 全 般 。 （ 食 品 取 扱 者 か ら

の 二 次 汚 染 ）  

   非 加 熱 又 は 加 熱 不 十 分 な 貝 類 （ 二 枚 貝 ） 。   

＜ 対 策 ＞  

   二 枚 貝 等 ， ノ ロ ウ イ ル ス 汚 染 の お そ れ の あ る 食 品 は 中 心 部 ま

で 十 分 に 加 熱 す る    （ ８ ５ ～ ９ ０ ℃ ， ９ ０ 秒 以 上 ） 。   

   野 菜 な ど の 生 鮮 食 品 は 十 分 に 洗 浄 す る 。   

   手 指 を よ く 洗 浄 す る 。   

   調 理 器 具 等 は 洗 剤 等 を 使 用 し 十 分 に 洗 浄 し た 後 ， 次 亜 塩 素 酸

ナ ト リ ウ ム （ 塩 素 濃 度 ２ ０ ０ ppm） 等 で 殺 菌 す る 。   

   感 染 者 の 便 ， お う 吐 物 に 接 触 し な い 。   

  

【 は 行 】   

○ Ｈ Ａ Ｃ Ｃ Ｐ  

   食 品 の 衛 生 管 理 手 法 の 一 つ 。   

   １ ９ ６ ０ 年 代 に ア メ リ カ の 宇 宙 計 画 の 中 で 宇 宙 食 の 安 全 性 を

高 度 に 保 証 す る た め に 考 案 さ れ た 製 造 工 程 管 理 の シ ス テ ム

で ， Hazard Analysis and Critical Control Point と い い ，

頭 文 字 の 略 語 と し て HACCP（ ハ サ ッ プ ） と 呼 ば れ て い る 。   

   HACCP は ， 製 造 に お け る 重 要 な 工 程 を 連 続 的 に 監 視 す る こ と

に よ っ て ， ひ と つ ひ と つ の 製 品 の 安 全 性 を 保 証 し よ う と す る

衛 生 管 理 法 で あ り ， 危 害 要 因 分 析 ，  CCP（ 重 要 管 理 点 ） ， CL

（ 管 理 基 準 ） ， モ ニ タ リ ン グ ， 改 善 措 置 ， 検 証 ， 記 録 の  7 原

則 か ら 成 り 立 っ て い る 。 HACCP シ ス テ ム に よ る 衛 生 管 理 の 基 礎

と し て ， 衛 生 標 準 作 業 手 順 （ SSOP:Sanitation Standard 

Operating Procedures） の 導 入 な ど ， 一 般 衛 生 管 理 が  適 切 に

実 施 さ れ る 必 要 が あ る 。   

   平 成 ３ ０ 年 ６ 月 に 食 品 衛 生 法 等 が 改 正 さ れ ， 令 和 ３ 年 ６ 月 １

日 か ら 原 則 と し て 全 て の 食 品 等 事 業 者 を 対 象 に ， 「 HACCP に 沿

っ た 衛 生 管 理 」 が 制 度 化 さ れ た 。   
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○ Ｈ Ａ Ｃ Ｃ Ｐ に 沿 っ た 衛 生 管 理   

   食 品 衛 生 法 等 の 改 正 に よ り ， 原 則 と し て 全 て の 食 品 等 事 業 者

を 対 象 に 制 度 化 さ れ た 。   

   事 業 者 は 一 般 衛 生 管 理 に 加 え ， 自 ら 衛 生 管 理 計 画 を 作 成 し ，

計 画 に 沿 っ て 実 施 し ， 記 録 す る こ と が 求 め ら れ る 。  

   な お ， 計 画 の 作 成 基 準 は 事 業 者 の 規 模 や 業 種 等 に よ っ て ，

Codex の  HACCP７ 原 則 に 基 づ き 行 う 「 HACCP に 基 づ く 衛 生 管

理 」 と ， 取 り 扱 う 食 品 の 特 性 等 に 応 じ ， 各 業 界 団 体 が 作 成 す

る 手 引 書 を 参 考 に ， 簡 略 化 さ れ た ア プ ロ ー チ に よ る 衛 生 管 理

を 行 う 「 HACCP の 考 え 方 を 取 り 入 れ た 衛 生 管 理 」 の  2 つ に 分

け ら れ る 。   

  

○ ふ ぐ 営 業 認 証 施 設   

   飲 食 店 等 で ふ ぐ を 調 理 ， 加 工 し て 客 に 提 供 ， 販 売 す る な ど ，

ふ ぐ の 取 扱 い 又 は ふ ぐ の 販 売 を 業 と し て 行 う こ と が で き る 施

設 で ， ふ ぐ の 取 扱 い 等 に 関 す る 条 例 第 １ ３ 条 に 規 定 す る 知 事

の 認 証 を 受 け た 施 設 の こ と 。   

  

○ ふ ぐ 処 理 師   

   ふ ぐ の 取 扱 い 等 に 関 す る 条 例 第 ５ 条 に 規 定 す る ふ ぐ の 取 扱 い

に 関 し 知 事 の 免 許 を 受 け た 者 を い い ， 条 例 第 ３ 条 に よ り ， ふ

ぐ 処 理 師 で な い 者 は ， ふ ぐ の 取 扱 い に 従 事 し て は な ら な い と

規 定 さ れ て い る 。   

  

○ フ ー ド チ ェ ー ン   

   食 品 の 一 次 生 産 か ら 販 売 に 至 る ま で の 食 品 供 給 の 行 程 の こ

と 。   

   一 般 に 食 品 供 給 の 行 程 と 訳 さ れ て い る 。   

   食 品 安 全 基 本 法 で は 食 品 供 給 行 程 の 各 段 階 で あ ら ゆ る 要 素 が

食 品 の 安 全 性 に 影 響 を 及 ぼ す 恐 れ が あ る と 考 え ， 各 段 階 で 必

要 な 処 置 が 適 切 に 講 じ ら れ る べ き と し て い る 。   
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○ 放 射 性 物 質   

   放 射 線 を 出 す 能 力 （ 放 射 能 ） を 持 つ 物 質 の こ と 。   

   農 作 物 等 に つ い て ， 放 射 線 物 質 汚 染 の 指 標 と し て 放 射 性 セ シ

ウ ム （ セ シ ウ ム １ ３ ４ ， １ ３ ７ ） の 検 査 を 実 施 し て い る 。   

   ・ セ シ ウ ム １ ３ ７ ： 物 理 学 的 半 減 期 ３ ０ 年 （ １ ３ ４ は ２ ． １

年 ） 人 体 内 か ら の 排 泄 に よ る 半 減 期 は ，

１ 歳 ま で が ９ 日 ， ９ 歳 ま で が ３ ８ 日 ， ３

０ 歳 ま で が ７ ０ 日 ， ５ ０ 歳 ま で は ９ ０ 日   

   放 射 線 に 関 す る 単 位 に は ， 以 下 の も の が あ る 。   

   ・ ベ ク レ ル （ Ｂ ｑ ） ： 放 射 能 （ 放 射 性 物 質 が 放 射 線 を 出 す 能

力 ） の 強 さ   

   ・ グ レ イ （ Ｇ ｙ ） ： 質 量 １ ｋ ｇ の 物 質 に 放 射 線 が 与 え る 平 均

エ ネ ル ギ ー 量   

   ・ シ ー ベ ル ト （ Ｓ ｖ ） ： 放 射 線 の 人 体 組 織 へ の 影 響 を 表 す 量   

  放 射 性 セ シ ウ ム の 規 制 値 （ 単 位 ： ベ ク レ ル /kg） ： 平 成 ２ ４ 年

４ 月  1 日 施 行   

  

食 品 群   一 般 食 品   
乳 児 用 食

品   
牛 乳   飲 料 水   

基 準 値   １ ０ ０   ５ ０   ５ ０   １ ０   

※ 放 射 性 ス ト ロ ン チ ウ ム ， プ ル ト ニ ウ ム な ど を 含 め て 基 準 値 を 設 定   

  

○ ポ ジ テ ィ ブ リ ス ト 制 度   

   農 薬 ， 飼 料 添 加 物 及 び 動 物 用 医 薬 品 （ 以 下 「 農 薬 等 」 と い

う 。 ） の 使 用 を 原 則 禁 止 と し ， 基 準 が あ る も の に 限 っ て 使 用

を 認 め る 制 度 で ， 食 品 衛 生 法 に 基 づ き 平 成 １ ８ 年 ５ 月 ２ ９ 日

か ら 施 行 さ れ た 。   

   食 品 の 成 分 に 係 る 規 格 が 定 め ら れ て い る 場 合 に は 残 留 基 準 を

超 え て ， 食 品 の 成 分 に 係 る 規 格 が 定 め ら れ て い な い 場 合 は 一

律 基 準 （ ０ .01ppm） を 超 え て ， 農 薬 等 が 残 留 す る 食 品 の 製

造 ， 輸 入 ， 加 工 及 び 販 売 等 を 禁 じ る も の 。  
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   な お ， 人 の 健 康 を 損 な う お そ れ が な い こ と が 明 ら か で あ る と

し て 国 が 示 し た も の は 対 象 外 と な る 。   

   平 成 ３ ０ 年 ６ 月 に 食 品 衛 生 法 が 改 正 さ れ ， 器 具 又 は 容 器 包 装

に お い て も 令 和 ２ 年 ６ 月 １ 日 か ら ポ ジ テ ィ ブ リ ス ト 制 度 が 導

入 さ れ た 。   

  

【 ら 行 】   

○ 理 化 学 検 査   

   食 品 添 加 物 が 適 正 に 使 用 さ れ て い る か ， 青 果 物 の 栽 培 に 使 わ

れ た 農 薬 の 残 留 値 が 基 準 内 か な ど を 調 べ る た め に 化 学 分 析 を

行 う 。   

   そ の ほ か ， 水 銀 ・ PCB な ど 環 境 汚 染 物 質 の 残 留 検 査 も 実 施 し

て い る 。   

  

○ リ ス ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン   

   リ ス ク 分 析 の 全 過 程 に お い て ， リ ス ク 評 価 者 ， リ ス ク 管 理

者 ， 消 費 者 ， 事 業 者 ， 研 究 者 ， そ の 他 の 関 係 者 の 間 で ， 情 報

お よ び 意 見 を 相 互 に 交 換 す る こ と 。   
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